
8 野 菜 ヨー ト(被 覆 )種 子の実用性 と省力効果

(園 試 野 菜花 き部 )

小粒種子は播種精度が悪いうえ、種子量 も多く、播種後の間引き

作棄にも多くの時間を要するので、ヨー ト種子の実用性と省力化に

ついて検討 した結果、レグス、は くさい、キャペッ、だいこんのコ

ー ト種子は実用性があり、育苗、播種、間引きに大きな労力割合を

占める作型では種子量の軽滅、播種、間引きの大幅な省力化が可能

である。県下全域に適応。

(1)背 景 とね らい

野菜の機械化、省力化推進上のなかで、これまでも播種方法の 技術確立が図られてきているが種

子の小粒品目は播種精度が悪 く.種 子量も多く、また、種子代 も高価となり加えて播種後の間引き

作業に も多 くの時間を要 して きた。

最近県内の主力産地等においてはヨー ト種子の本U用もみられ、また、大型機械育首法 (ノ イルブ

ロックマシーン)等 による育宙技術も開発されてきているのでコー ト種子の利用について検討 した

結果、数種の野菜について有利性が明らかになったので指導上の参考に供する。

12)技  術  内  容

ェ)レ グス、は くさい、キャベツ、だいこんのヨー ト種子利用は発茅および初期生育、久株発生の

状況をみればコー ト種子の利用は実用性がある。

2)育 首、は種及び間引きに大きな労力割合を占める作型では種子量の軽減 、は種、間引の大巾な

省力化が可能である。

3)コ ー ト種子のは種は 1穴 1～ 2粒で よい。

4)適 応地域 県 下勧

博)指 導上の留意点

1)コ ー ト種子は裸種子に比べて発芽 日数が 1日 位遅れる傾向を示す。

2)播 種床 (本畑含み )が乾燥 してい ると発芽率が低下するので注意する。

3)コ ー ト種子使用の場合は覆上を厚すぎにならない工多注意する。

4)コ ー ト種子は初期生育がやや劣るが生育後期には裸種子並かやや上回る生育 となる。

5)ハ ウス育苗等の場合野 ノの食害を受ける場合があるので注意する。

6)に んじんは発芽率が大巾に低下するので実用性がない。

7)機 械直播栽培の場合には播種機の ロール又はベル トを適正なものを使用しないとヨー トがくだ
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けるので注意する。

(o 試 験成績の概要

1)ヨ ー ト種子適応試験

2)試 験年次および場所

昭和 55～ 56年  岩 手県園芸試験場高冷地開発セングー

供 試  条  件  (昭 55年 )

供 試 品 種 種 子 の 種 類 調 査 項 目

トッ プ マ ー タ

レ タ  ス

① 裸  種  子

② コー ト種 子

① 裸  種  子

② ヨ ー ト種 子

発芽、生育、収長、は種労カ

栽培様式  夏 亡きマルチ移植裁培  供 試種子 住 友イと岸 ヨー ト種子

は 種 期  7 月 1 1 日    ｀

定 植 期  8月  5日 (育 首日教 25日 )

育苗方法  寒 冷紗被覆による無移植育首

12号 (3.5× 3.8例角 )ベ
ーパーボット汗u用のNK育 首箱 (320X57o× 55

%)育 首

裁植距雄  120X30御  条 問 45伽  2条 植 (5555林/10a)9230Bフ ィルム利用 i

施 肥 量  苗 床(夕/が )炭 ヵル120 堆肥2000 U F苗床複合300

本 圃 (竹 /10a)炭 カル 120 堆 肥 2000

N-12.O  P2° '~26.2 K2°
~12.0

発芽試験 (昭 56年 )

12号 (3.5X3.8伽 角 )ベ ーパーボット利用NK育 首箱 (320× 570X55%)

育首

供試作ロ  レ グス、だいこん、にんじん、キャベノ、は くさい

は 種 期  7 月 1 日

6 ) 試験 結 果

昭和 55年

1 ) 発芽 状 況

トップマーク、マイレグスともに発芽 日数は 1日 の違いでコー ド種子の発芽が 裸種子よりやや

遅れる傾向を示した。発芽はヨー ト種子が裸種子に対 してマイレグスでは 3%劣 る僅差であつた
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が、 ト ップマークは9.4%劣 り発芽はやや劣る傾向であつた。しかし苗床での欠株率は 1%内 外

と小さくコー ト種子は欠株を考慮すれば実用性に問題はないと思われる。

2)生 育及び収量の差異

は種後 61日 の生育中期から収種時までを比較するとヨー ト種子区は両品種ともに生育中期で

葉数の増加、葉長の伸長でやや裸種子区より劣つたが後期から収種時に生育増加が見られ、裸種

子区を上回つた。

球の肥大は、異常低温のため、全般に悪かったが、ヨート種子区はやや劣る傾向がみられ、球

重比で トッノマータ97%、 マイレグスで86%と なった。

収量は、不結球の発生により区間差があ り、コート種子区 トップマークで5%増 収、マイレタ

ス11%減 収となり、また、規格別割合及び収量についても裸種子区に対する一定傾向は琵め ら

れなかった 。

昭和 56年

1)作 目別 ヨー ト種子の発芽状況
氏                             i

NK箱 における発芽試験では、レグス、ヨー ト種子は 91%の 発芽率で裸種子の97%よ りや

や劣った。だいこんではコート種子77%、 裸種子 70%で コー ト種子の発茅率がまさった。短 !

根にんじんのコード種子は35%、 裸種子 52%で コート種子の発芽率は大巾に下回り実用上問

題であろう。        |

キャベツ、はくさいのコー ト種子は、裸種子よりも発芽率が高く実用性が高いことが認められ

た。             |

2)は 種労 力の差異

は種は、NK箱 使用 12号 ペーパーボットで 1穴 手まき 3粒 ま きと、播種板 1粒 まきで実施した。

手なきの場合、ヨート種子は、裸種子に対 し労働時間で 19%軽 減 された。

播種板を使用した場合は、1粒点播であるので、は種精度71.8%で あり、追播手まき時間を

加えても裸種子手亡き比26%と 大巾に軽減された。

これを10a必 要な育苗箱 42箱 の所要時間で比較して見ると、裸種子手なさ区の約4時間に

対しコー ト播種板区は約 1時間で済み大巾な労力軽減となる。

以上コー ト種子の発芽および生育に及ほす影響または、は種労力について裸種子と比較検討した

が、発芽、生育量、球の肥大に対する影響に一定の傾向は認められず、異常低温の気温推移も考慮

にすれば、再検討の必要もあるが、しかし、首床での発芽、欠株発生の状況をみれば、コート種子

の適用は、短根にんじんを除いて実用性が高いと考えられ、育宙労力に大きな労力害」合を占める本

作型では種子量の軽滅、間引労力 (参考資料データー慣行対比 35%)の 省カイ働ミ可能となり移植
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栽培でのコー,卜種子の利用及びは種動機での直播栽培にも実用性が高いと思われる。

161 主要成果の具体的データー

表 1  発 芽 状 況

来結球期のため生葉 数は未測定
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調査項 目

試 験  区

芽

の
数

♪

で
　

日

発

ま

日
ぐ

芽

い
数
歩

ろ
　
日

発
そ
日
て

は種後 17日 (7.28) 芽
の雄
剛

発
率
対
子

宙床久

株 率

の
試
体

供
個

芽
体

発
個

率
”

芽
％

発
て

トップ マー ク
①裸 種  子

②コード種子

４

　

５

５

　

６

2,160

2,160

1,875

1,671

86.8

77.4

０。

　

８９

0 . 8

1 . 4

マ イ レ グ ス
①裸 種 子

④コート種子

４

　

　

５

５

　

６

2,160

1,296

2,042

1,184

94.5

9 1 . 4

０

　

７

０

　

９

３

　

５

０

　

０

※ 1ポ ット当たりのは種は 3粒 。

表 2 ヨ ー ト種子発芽試験 (昭 56年 )

項 目

試 験  区
発  芽  率

レ グ ス

( ト ッ プ マ ー ク )

ヨ ー ト 種 子

裸  種  子

9 1 %

9 7

だ  い   こ  ん

( 耐病 絡 太 り)

ヨ ー ト 種 子

裸  種   子

7 7

7 0

に  ん  じ  ん

( U S 春 蒔 五 寸 )

コ ー ト 種 子

裸   種  子

５

　

２

３

　

５

キ ヤ ツ

(グ リーン ポール )

ヨ ー ト 種 子

裸  種  子

7 6

7 3

は  く   さ  い

( 春秋 は くさ い )

コ ー ト種 子

裸  種   子

9 1

8 8

表 3 生 育 の 差 異

調査項 目

試 験 区

9.10(は 種後61日) 数
裸
比
♪

葉
対
子
％

生
の
種
ぐ

葉長の

対 裸
種子比
(%)

9.25は種後76日が葉長の
対 裸
種子比
( % )

生葉数
( 枚 )

最大葉長
( 卸 )

開張度

( 伽 )韓ω①裸 種  子
トップマ~ク

 ② ョ_卜種子

8 . 8

8 . 1

14.2

1 3 . 1

100

92

100

92

32.3

32.9

17.9

18.2

100

102

③裸 種  子
マ イレグス

 ④ コ_卜 種子

8.3

8 。1

M.7

14.9

０

　

８

・０

　

９

０

　

１

０

　

０

34.0

33.7

18.7

18.8

０

　

１

０

　

０



表4 収 量 調 査

試 験  区

開張慶

( 伽 )

朴秦務

t 枚)

最大勲鉤 全重

(の

球重

像)

球の大きま幼 障害球率の 10a
当たり
収量にた て と こ たて径 とこ径 腐敗 不結球

トップマーク
①裸 種  子

②コート種子

39.9

45.0

13.8

13.9

19。2

20。9

22.4

23.1

郷

　

６２

５

　

　

５

269

260

9 . 7

9 . 2

9 . 3

9 .ユ

０

　

０

20.0

1 3 . 3 1,252

95

マ イレグス
③裸 種  子

④コート種子

43。3

3 9 0

1 1 . 1

12.2

21.4

21.5

23.7

24.0

619

528

332

286

9,6

9`7

10.6

995

０

　

０

13.3

10p

1 ,599

1,430

※収穫 期 1 0 月 3 0 日

表 5 球 重の分布及び規格Ell収量

項目、規格

試 験  区

規格別割合(重員%) 規格別収量 (竹 /10a)

L L

650～

7oO ″

L米

480ヽ

680 タ

M g

400～

4 8 0タ

S g
300～

400 タ潮”府
L L L※ M S 格外

トッフ十一タ
①裸 種  子

②ヨート種子

０

　

　

０

０

　

０

0

17.3

28.6

25.4

71.4

57.3

０

　

　

０

０

　

０

０

　
　

７２

２

　

８

４

　

１

３

　

３

853

717

マ イレタス
③裸 種 子

④コート種子

０

　

　

０

14.7

0

41p

16.8

0

36.4

44。3

46.8

０

　

　

０

５

　

　

０

３２ 656

240

０

　

　

１２

708

669

表 6 種 子に とるは種労力の差異 (レ グス) ( 昭 5 6 年 )

は種の※

労働時間
は種精度

の

追 播 ※

時 間

は  種

合計時間

種
比
の

裸対
子

り

♪
間

離４２箱郭

１。
く
所

裸  種  子 手まき 5す}38本少 100 0 5分 38秒 100 3,948

ヨー ド種子
手まき 4分 3 4 秒 100 0 4分 34秒 81 3,192

播種板 32本少 71.8 54秒 1分 26秒 26 1,008

NK箱 1箱 当たりのは種時間 (1ポ ット当たり手まき3粒 、播種板 1粒 亡き)

仔) 参 考 資 料

コー ト種子の効果と使い方(長 野野菜花井試 )

表 7 供 試ヨー ド種子の物理性

種
1,000

位重 '

粒 径 (物 ) 硬 さ

タ
備 考

水 中 ろ細世 長径 短径 鞠 員勧 布 観径分布

は くさい (無 双 ) l～ 2 10-15 13.77 2,79 2.68 1.04 2.5～ 3.1 2.3-3.0 1,700 住友化学中央研究所

レタス(カルマーMRD 1～ 3 5-lo 1955 4.76 2.39 1.99 11～ 5.Z 2.1～2,6 1,300

にんじ-5寸 ) 1～ 2 3-5 2449 4.34 2.36 1.84 3.7～ 5C 2.0-2.6 1,000
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表8 供 試種子の発芽状態(%)

試験区

種類

無 処 理 ヨ ー ト l A l ヨ ー ト l B l ヨ ー ト ( c l

3 7 3 7 10 3 7 10 3 7 10

レ   グ    ス 933 99.7 86.0 92.0 65.0 94.0 68.0 84.0

な く  さ  い 97.7 98.0 980 95.0 96.0 100

に ん  じ  ん 86.0 27.0 81,0 22,0 75,0 45.0 80.0

表 9  間 5 1 労 力

種     類
( 作   期 )

項 目

試験区
平 均 発 芽
間   隔

り
数

当
本

ａ

ｔ
ｉ

Ｏ

，

１

間
の
間

後
株

引
均

間
平

卿
輔

当
要

Ｏａ
所

同  左
慣行対比

レ グ ス 慣 行 点 播 2 7 0 御 456フト 27.OC秘 12.6ほ手 100%

( 春   作 ) 子
種

種
は

一
粒

ヨ
単

10.6 55 26.4 4`4 349

表 1 0 生 育 ( 問] | き時 )

波 葉 数
左
Ｖ

同
Ｃ

葉  長
左
Ｖ

同
Ｃ

葉 巾
左
Ｖ

同
Ｃ

最大葉
葉面積

左
Ｖ

同
Ｃ

地上部
生体重

左

Ｖ
同

Ｃ

1 .無 処 理 5.2
%

1 5 . 4

御

9 , 3
%

15.0

伽

4 . 4
%

刻 . 4

餌

1 8 . 1
%

3 0 . 4

″

2 . 2
%

3 6 4

2ちヨー ト種子 5.6 12.5 7.7 1516 Ｒ
Ｊ 21.6 20.7 34.3 3.2 43.8

注 )レ グス奉作、調査日5月 26日

表 11 収      量

平  均

1 球 重
同左 CV

球 径

球 径 比 球 緊 度
縦  径 同左 CV 検  径 同左 CV

1.無 処 理

2.ヨー ト種子

500 タ

524

1 8 9 %

10.0

13.56祝

13.4

5 1 9 %

5 . 2

15`6例

15.1

45%

7 . 2

1.15%

1 . 1 3

3.44

3.65

侶)残 された問題

細粒子種子作物ヨー ト種子の実用性について

コー ト種子の貯蔵 と発芽年限について
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